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Abstract: 近年、生体分子進化工学を起点とする新しい分子技術や高度な

化学選択的反応が見出され、これまで未開拓なケミカルスペースにあった

ペプチド性化合物の化学合成が可能になりつつある。我々は、生体分子ま

たはその一部を有機化学的に修飾した「似て非なる分子 (イソスター分子)」

を基盤とする分子科学研究を進めており、本講演では、ペプチドやタンパ

ク質の主鎖ペプチド結合を化学修飾することで、それらの構造や機能を制

御する Backbone Modification (主鎖改変) に焦点を当て、その特徴や応用

例などについて、我々の最近の成果を中心に紹介し、議論したい。 

 
 

お問い合せ：生体材料工学研究所  

メディシナルケミストリー分野 
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